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☆ふくしま広域スポーツセンター事業紹介☆

★指導者・講師派遣事業★
指導者の資質向上や会員のレベルアップを図りたいと考えていたり、新規教室開設やクラブ内での研

修会を考えていたりしているクラブへ、指導者や講師を派遣します。どうぞご利用ください。

URL ：https://www.sports-fukushima.or.jp/koiki/k-haken/
★フォローアップセミナー★

「総合型スポーツクラブ間の情報交換やクラブ運営に関する研修を通して、クラブ関係者のスキルアッ

プとクラブ運営のための資質向上」を目的として開催します。今年度は下記の通り行います。

記

期 日 令和元年 １ ２ 月 ４ 日(水)

場 所 福島市アクティブシニアセンターアオウゼ

時 刻 午後 １ 時 ５０ 分より ※内容は約２時間

テーマ 「総合型スポーツクラブとスポーツ少年団との連携の可能性」
◎これからのクラブ運営や地域のスポーツ振興に関わるテーマです。今回はパネルディス

カッション方式で、多方面からの情報を得るチャンスです。参加をお待ちしております。

URL ：https://www.sports-fukushima.or.jp/koiki/k-follow/
★エリアネットワーク事業★

「クラブ関係者が幅広く情報を共有し、クラブの運営に活用できる研修会事業を通して、クラブの自立

を広域スポーツセンターが支援していくこと」をねらいとしています。今年度は、会津･南会津・県北･県中

･県南･相馬･双葉・いわきの８地区でそれぞれ開催されます。主に下記課題事項が中心となります。

クラブの課題 研修に関するニーズ

①財源の確保（会員の確保、助成金獲得等） ①高齢者を対象とした健康維持に関すること

②人材の確保（若手スタッフの獲得） ②フィジカルトレーニングに関すること

③運営組織強化（運営委員の資質向上） ③効果的な情報発信やイベントの仕掛け方

④活動拠点（クラブハウス） ④子供を対象とした教室の指導について

URL ：https://www.sports-fukushima.or.jp/category/fukushima-k/area/
★クラブ訪問･市町村訪問★

クラブ訪問はクラブアドバイザーが中心となって皆さんのクラブを訪問します。クラブアド

バイザーは幅広い知識と豊富な経験や実績を基に、実際の活動に関する的確な指導・助言を行

います。市町村訪問は、広域担当者が、自治体担当者とスポーツ振興について情報共有をしま

す。また、行政のクラブに対する支援例や、行政とクラブの連携事業例などを話し合います。

行政担当者の声より

○公民館や行政の事業を連携･協働していただきとても助かっている。また、住民の健康づ

くりのことを考えた教室を開催し、地域には無くてはならないクラブである。

○複数の課と連携できるクラブなので、事業委託もしやすい。

△なかなかスタッフの顔が見えず、事業内容も分からない部分があり、支援の仕様が無い。

 



★各種団体連携事業★
モデルケース①地域の高齢者の体力維持・介護予防に関する連携

二本松市地域包括支援センターと総合型クラブが連携し、地域の高齢者の介護予防・体力維持を

図るための教室を開催しています。

モデルケース②大学と総合型クラブが連携し、安定したクラブ運営や、魅力ある教室・イベントの開催

福島大学(地域スポーツ政策研究所)とおおたまスポーツクラブが連携し、定期教室やイベントの立

案、クラブ運営を行っています。

URL ：https://www.sports-fukushima.or.jp/koiki/k-renkei/
★2019年度公認アシスタントマネジャー養成講習会★

アシスタントマネジャーとは、クラブ会員が充実したクラブライフが送れるよう、クラブ運営のための諸活

動をサポートするものです。今年度は３３人の方が受講しました。受講者の感想を掲載しました。

受講者の感想
○今まで漠然としか理解していなかった部分がより具体的に理解できた。

○自分の知識がいかに浅かったか分かった。自分のためにも地域のためにも積極的に活動に関わりたい。

○実際にクラブを運営されている方々の生の声を聴くことができ、それぞれ地域の現状をよく理解した上で様

々な特色ある活動を実践されていることがわかった。グループワークでは成年層の利用者拡大の問題点がど

この地域でも出たので持ち帰って検討したい。

○クラブを「続くもの」「活発なもの」にしていくには、様々な視点・知識・資格など必要だと分かりました。

○スポーツで町を元気にしていくための仲間を多くしていくことが大切だと感じました。

○ミッション達成のための方法、アプローチ、やり方が沢山あることに講師の方々のお話を聞いて知ることが

でき視野が広がりました。

URL ：https://www.sports-fukushima.or.jp/koiki/k-skill/

紹介します！福島県総合型スポーツクラブ連絡協議会

加盟クラブ同士で情報交換したり、ネットワークを築いたりして、福島県の総合型

クラブの発展を促進する活動を行っています。また、様々な事業や研修を通して地域

の課題を解決する役割を担えるクラブとして、社会的な仕組みとして定着していける

よう活動しています。 ※登録料3,000円／年

今年度の主な事業

○カレンダー・広報誌コンテスト（4/6安積総合学習センターで実施）

○ヒューマンエラー防止研修会（6/29安積総合学習センターで実施）

○ボッチャ交流会（8/27ユラックス熱海で実施）

○東北ブロッククラブネットワークアクション（11/23～仙台市）

○SC全国ネットワーク総会（2月東京都で開催）

○研修会・交流事業（2月郡山市で開催予定） www.f-sc.net
加入クラブの声より

○今まで悩んでいたり、困っていたりしたことが、相談できるクラブが増えて良かった。

○交流事業で行った｢ボッチャ体験会｣は、楽しくボッチャのやり方を学ぶことができた。他

のクラブの人と話す機会にもなりネットワークが広がった。


